
福岡市地下水汚染対策委員会

日時 平成19年8月28日（火）15時30分～

場所 福岡市役所15階第２会議室

１ 開会

２ 開会の挨拶

環境局環境対策推進部長 桃崎 悦子

３ 協議

（１）平成18年度 地下水概況調査と原因調査結果について（資料１）

（２）平成19年度 地下水概況調査について（資料２）

（３）その他

４ 閉会



平成１８年度に判明した地下水汚染について 

 

Ⅰ 概要 

 

 本市で行った地下水概況調査のうち、平成 18年 9月 19日に行った城南区東油

山の地下水から四塩化炭素汚染が、平成18年9月 20日に行った南区三宅の地下

水からふっ素汚染が、さらに平成 18年 9月 21日に行った西区徳永の地下水から

ふっ素汚染及びほう素汚染が判明した。 

 その後行った汚染井戸周辺調査では、城南区東油山では新たな汚染は見られな

かったが、南区三宅の汚染井戸周辺調査で新たに１井戸から地下水環境基準を超

えるふっ素が検出され、また西区徳永の汚染井戸周辺調査においても新たに２井

戸から環境基準を超えるふっ素及びほう素が検出された。 

 本報告は概況調査および汚染井戸周辺調査の結果，ならびに汚染原因の推定等

に関する概要である。 

 

 

Ⅱ 汚染の概況および原因調査結果 

 

１．城南区東油山 四塩化炭素汚染 

  概況調査地点および汚染井戸周辺調査地点を図１に示す。 

  概況調査地点については四塩化炭素が 0.0086mg/L（環境基準：0.002mg/L）

検出されたが、周辺３井戸については検出限界（0.0002mg/L）以下であった（表

１）。 

 

水温 ＥＣ 四塩化炭素
採水日 地点名 備考

(℃) (mS/m) (mg/L)

H18.9.19 概況調査地点 15.8 290.0086 家庭用雑用

H18.10.18 ① 15.8 25 <0.0002 家庭用飲用

〃 ② 17.6 17 <0.0002 家庭用併用

〃 ③ 18.5 18 <0.0002 営業用併用

表1　城南区東油山の地下水「四塩化炭素」汚染の概要

環境基準:0.002mg/L以下
 

 

  汚染井戸は深さ約10mの浅井戸で、井戸水は雑用水として使用している。 

  付近に四塩化炭素を使用する殺虫剤等の製造工場、洗浄剤として使用する事

業所などはなく、南西約５００ｍに産業廃棄物安定型最終処分場があるが、処

分場下流の浸透水から四塩化炭素は検出されていない（平成18年2月8日採水）。
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さらに直近および河川下流側の井戸からも四塩化炭素は検出しておらず、1 井

戸のスポット的な汚染であることがわかった。 

  井戸所有者への聞き取りから、井戸掘削時には水質に異常もなく、異臭や濁

り、色などもない状況であったことがわかった。現在は井戸の周辺には水溶性

の塗料や木材保護塗料の空き缶が散乱している状況である。 

  これらの状況から、原因は特定できないが、過去の当該有害物質含有物の廃

棄などが考えられる。 

 

２．南区三宅 ふっ素汚染 

  概況調査地点および汚染井戸周辺調査地点を図２に示す。 

  概況調査地点についてはふっ素が 2.8mg/L（環境基準 0.8mg/L）検出され、周

辺調査の結果７井戸のうち1井戸から 0.9mg/Lのふっ素が検出された（表２）。 

 

水温 ＥＣ ふっ素
採水日 地点名 備考

(℃) (mS/m) (mg/L)

H18.9.20 概況調査地点 22.0 41 2.8 家庭用雑用

H18.10.18 ① 21.5 25 0.3 家庭用雑用

〃 ② 20.1 30 <0.1 家庭用雑用

〃 ③ 19.5 160 0.9 家庭用雑用

〃 ④ 22.2 30 0.1 家庭用併用

H18.10.31 概況調査地点 17.7 41 2.8 家庭用雑用

〃 ③ 19.9 160 0.9 家庭用雑用

〃 ⑤ 20.5 36 <0.1 家庭用雑用

〃 ⑥ 21.5 73 0.1 家庭用雑用

〃 ⑦ 21.1 23 0.1 家庭用併用

表2　南区三宅・大橋の地下水「ふっ素」汚染の概要

環境基準：0.8mg/L以下
 

 

  概況調査井戸は深さ40mの深井戸で、井戸水は散水などの雑用水として使用

している。 

  ふっ素はガラス加工工場，煉瓦・セラミックス製造工場，半導体工場などで

使用されているが，住宅地図や航空写真から，これらの事業所は当該地区には

存在せず，戸建て住居，集合住宅，駐車場の存在のみが認められた。また，廃

棄物処分場の存在も確認できず，これらのことから人為的な汚染は考えにくい。 

  ふっ素の地下水汚染については，これまで博多区東雲町（2.4mg/L，以下すべ

て最大値），井相田（3.5mg/L），榎田（5.6mg/L），東区蒲田（0.9mg/L），筥松

（1.0mg/L）において判明しているが，いずれも地質由来の自然的汚染であると
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推定されており，これは花崗岩由来，地下断層が関与した汚染がその原因とし

て示されている。 

  当該地区は，図３～図４に示すように地表から６～７ｍより風化花崗岩が存

在しており，航空写真からも地形的に段丘であることなどから，地質由来の自

然汚染の可能性が考えられる。 

  さらに，概況調査地点を含む５井戸の水質についてイオン分析を行い，地下

水の起源を推定するためトリリニアダイアグラム（図５）を作成した。 

  地下水質当量濃度組成によるトリリニアダイアグラムによると，基準超過井

戸はいずれもⅣ類（アルカリ非炭酸塩）で，超過していない井戸はⅠ類（アル

カリ土類非炭酸塩）及びⅡ類（アルカリ土類炭酸塩）であった。Ⅰ類及びⅡ類

は化石水及び通常の地下水，Ⅳ類は海水及び化石海水，温泉水であると示唆さ

れている。 

  温泉水には地下水環境基準を超えるふっ素が含まれていることがわかってい

る。基準超過井戸の水温が高めであることや，当該地区の近隣には自然湧出の

温泉が存在していることなどから，当該地区の地下水ふっ素汚染は，温泉水由

来の自然的原因である可能性が考えられる。 

 

３．西区徳永 ふっ素・ほう素汚染 

  概況調査地点および汚染井戸周辺調査地点を図６，７に示す。 

  概況調査地点についてはふっ素が 1.3mg/L（環境基準 0.8mg/L），ほう素が

1.2mg/L（環境基準1.0mg/L）検出され，周辺調査の結果６井戸のうち２井戸か

ら環境基準を超えるふっ素およびほう素が検出された。（表３） 

 

水温 ＥＣ ふっ素 ほう素
採水日 地点名 備考

(℃) (mS/m) (mg/L) (mg/L)

H18.9.21 概況調査地点 22.0 160 1.3 1.2 家庭用雑用

H18.10.18 ① 19.5 32 2.5 0.25 家庭用雑用

〃 ② 18.4 310 2.3 1.2 家庭用雑用

〃 ③ 22.1 28 0.1 0.02 家庭用雑用

〃 ④ 19.3 300 <0.1 0.89 家庭用雑用

H18.10.31 概況調査地点 20.0 150 1.7 1.3 家庭用雑用

〃 ② 18.4 310 2.3 1.4 家庭用雑用

〃 ⑤ 18.0 170 0.2 0.77 家庭用雑用

〃 ⑥ 18.3 33 0.2 0.08 家庭用雑用

表3　西区徳永・田尻の地下水「ふっ素」「ほう素」汚染の概要

環境基準：ふっ素0.8mg/L以下，ほう素1.0mg/L以下
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  概況調査井戸は深さ20m以上のボーリング井戸で，井戸水は雑用水として使

用している。 

  ふっ素はガラス加工工場，煉瓦・セラミックス製造工場，半導体工場等で使

用，ほう素はガラス工場，メッキ工場，印刷工場等で使用されているが，これ

らの事業者は当該地区には存在せず，戸建て住居，農地がほとんどであった。

また，廃棄物処分場の存在も確認できず，これらのことから人為的な汚染は考

えにくい。 

  ほう素の地下水汚染についても，これまで博多区榎田（2.0mg/L，以下すべて

最大値），春吉（1.5mg/L），東区筥松（1.2mg/L）において判明しているが，そ

の汚染源として火山地帯の地下水，温泉水，地下水への海水の侵入等が考えら

れる。 

  そこで概況調査地点を含む４井戸の水質についてイオン分析を行い，地下水

の起源を推定するためトリリニアダイアグラム（図８）を作成した。 

  地下水質当量濃度組成によるトリリニアダイアグラムによると，基準超過井

戸はいずれもⅣ類（アルカリ非炭酸塩）であり，海水，化石海水，温泉水に分

類される地下水であることがわかった。 

  海水や温泉水にはふっ素およびほう素が含まれていることがわかっており，

これらのことから当該地区の地下水のふっ素・ほう素汚染は，海水や温泉由来

の自然的原因である可能性が考えられるが，特定はできない。 

 

 

Ⅲ 飲用指導・今後の対応等 

 概況調査および汚染井戸周辺調査で地下水環境基準超過が判明した井戸につい

ては，井戸の所有者に対して井戸水の用途にかかわらず飲用しないよう迅速に指

導を行った。 

 また，保健福祉局生活衛生課，関係区の保健福祉センター衛生課に調査結果等

の情報提供を行い市民からの問い合わせに備えるなど，連携して対応してきた。 

 さらに，城南区東油山の四塩化炭素汚染については，四塩化炭素の性状・有害

性を勘案して，下流域の井戸で有機塩素系物質の継続的なモニタリングを実施し

ていくこととする。 



西
区

徳
永

地
区

水
質
当
量
濃
度
（
μ
ｅ
ｑ
／
ｌ
）

M
g2+

C
a2+

N
a+

+K
+

H
C

O
3
-

C
l-

S
O

4
2-

概
況

18
1

72
.2

14
,3

00
4,

51
0

7,
32

0
2,

29
0

⑤
23

7
87

.1
16

,5
00

2,
16

0
12

,4
00

1,
65

0
②

1,
91

0
46

8
28

,4
00

4,
44

0
21

,7
00

4,
36

0
⑥

51
6

12
5

2,
75

0
2,

98
0

82
7

45
.7

水
質
当
量
濃
度
（
μ
ｅ
ｑ
／
ｌ
）

概
況
⑤ ② ⑥

(m
g/

L
)

Ⅰ
：
ア

ル
カ

リ
土

類
非

炭
酸

塩
（
化

石
水

・
温

泉
水

）
N

a+
K
+

C
a2

+
M

g2
+

C
l-

S
O

4
2
-

H
C

O
3
-

F
B

Ⅱ
：
ア

ル
カ

リ
土

類
炭

酸
塩

（
河

川
水

・
浅

層
地

下
水

）
概

況
31

9.
9

14
.2

1.
4

2.
2

25
9.

5
11

0
27

5
1.

7
1.

3
Ⅲ

：
ア

ル
カ

リ
炭

酸
塩

（
停

滞
的

環
境

の
地

下
水

）
⑤

37
6.

7
5.

2
1.

7
2.

9
44

0.
0

79
13

2
0.

2
0.

77
Ⅳ

：
ア

ル
カ

リ
非

炭
酸

塩
（
温

泉
水

・
海

水
）

②
63

3.
2

33
.0

9.
4

23
.2

76
9.

0
20

9
27

1
2.

3
1.

4
Ⅴ

：
中

間
型

（
主

に
河

川
水

）
⑥

58
.2

8.
6

2.
5

6.
3

29
.3

2
18

2
0.

2
0.

08

30
,5

00
3,

39
0

3,
85

0

図
８

　
水

質
当

量
濃

度
組

成
に

よ
る

ト
リ

リ
ニ

ア
ダ

イ
ア

グ
ラ

ム
（
西

区
徳

永
）

陽
イ

オ
ン

合
計

陰
イ

オ
ン

合
計

14
,6

00
14

,1
00

16
,8

00
16

,2
00

30
,8

00

←
 SO 4

2-

← HCO
3

-

←
 M

g
2+ +C

a
2+

SO
4

2-
+C

l
-
 →

Mg2+
 →

Na
+ +K

+  →

←
 C

a2
+

C
l-
 →

水
質

当
量

濃
度

組
成

（
％

）

概
況

概
況

概
況

⑤

⑤

⑤
②

②

②
⑥

⑥

⑥

１２

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ Ⅴ








	次第.pdf
	資料1
	1.pdf
	2図１地点（東油山）
	3
	4図２地点（三宅）
	5
	6三宅東西断面
	7三宅南北断面
	8イオン分析南
	9図6地点（徳永）
	10図7地点（徳永２）
	11
	12イオン分析西

	資料2

